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第１章 背景・目的等 

１ 計画策定の背景・目的 

公共施設の老朽化対策が全国的な課題となる中、国は平成 25（2013）年 11 月に「インフラ

長寿命化基本計画」を策定するとともに、文部科学省は平成 27（2015）年 3月に「文部科学省

インフラ長寿命化計画（行動計画）」を策定し、各自治体に対し教育施設の個別施設計画の策定を要

請するなど、教育施設の長寿命化に向けた取組を促進しています。 

こうした中、本市においては平成 28（2016）年 3 月に「伊勢原市公共施設等総合管理計画」

を策定し、公共施設マネジメントの取組を進めています。 

本計画は、「伊勢原市公共施設等総合管理計画」と整合を図り、建物の効率的・効果的な整備の実

施により、中長期的な維持管理にかかる経費の縮減と予算の平準化を図りつつ、公民館施設に求め

られる機能・性能を確保することを目的として策定します。 

 

 

２ 計画の位置づけ 

本計画は、国の「インフラ長寿命化基本計画」及び文部科学省の「文部科学省インフラ長寿命化

計画（行動計画）」に規定され、かつ本市の「伊勢原市公共施設等総合管理計画」を上位計画とする

公民館施設の個別施設計画として策定します。 

 

【計画の位置づけ】 

 

 

 

 

 

             

                             

 

                                        

                          

 

 

          

 

  

国 

インフラ長寿命化基本計画 

 

文部科学省 

文部科学省インフラ長寿命化計画（行動計画） 

 

 

伊勢原市公共施設等総合管理計画 

 

 

国の計画・方針 市の計画 

伊勢原市公民館施設個別施設計画 
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中央公民館 伊勢原市東大竹1-21-1 平成3（1991）年 3,496㎡

大山公民館 伊勢原市大山303-1 昭和53（1978）年 416㎡

高部屋公民館 伊勢原市西富岡1143-1 昭和57（1982）年 729㎡

比々多公民館 伊勢原市坪ノ内307 昭和56（1981）年 624㎡

成瀬公民館 伊勢原市高森1840-2 昭和55（1980）年 726㎡

大田公民館 伊勢原市下谷1474-1 平成13（2001）年 710㎡

伊勢原南公民館 伊勢原市東大竹854 昭和59（1984）年 757㎡

7,458㎡

延床面積

計

名称 所在地 建築年

３ 計画期間 

本計画の計画期間は、令和 4（2022）年度から令和 43（2061）年度までの 40 年間としま

す。 

 

４ 対象施設 

本計画は、本市が所管する社会教育施設のうち、公民館 7 施設を対象とします。 

 

【図表 対象施設一覧】 

                           令和 3 年 4 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ※延床面積は、小数点以下を四捨五入しています。 
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第２章 公民館施設を取り巻く状況 

１ 人口推移と将来見通し 

（１）総人口の推移と将来見通し 

本市の人口は、令和 2（2020）年で約 10.2 万人です。平成 13（2001）年に 10 万人に

達した後、微増ないし概ね横ばいで推移してきましたが、近年は緩やかな減少に転じ、20 年後

の令和 22（2040）年に約 9.2 万人、40 年後の令和 42（2060）年には約 7.4 万人の見込

みとなっています。 

年齢 3 区分別人口について見ると、65 歳以上の老年人口は今後 30 年間は増加する一方で、

年少人口（0～14 歳）と生産年齢人口（15～64 歳）は継続的に減少が続き、少子高齢化が進

展する見込みです。 

 

【図表 人口推移と将来推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1980～2015 年は国勢調査、2020 年以降は令和２年度伊勢原市次期総合計画策定基礎調査における 

将来人口推計（年齢 3 区分ごとに 1,000 人未満を四捨五入） 
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大山地区

高部屋地区

比々多地区

伊勢原南地区

人口 増加

人口 当面横ばい

⚫ 地区内の大半を森林地域と
農業地域が占める。

⚫ 7年前から人口は緩やかな減
少が続いており、今後も緩
やかに減少する見込み。

⚫ 生産年齢人口の減少と高齢
化が進行。

⚫ 地区内の大半を農業地域が
占めるが、主要道路沿いに
DID地区が広がる。

⚫ 6年前から人口は緩やかな減
少が続いており、今後も緩
やかに減少する見込み。

⚫ 生産年齢人口の減少と少子
高齢化が進行。

⚫ 地区内の大半を農業地域が占
める。

⚫ 6年前から人口は緩やかな減
少が続いており、今後も緩や
かに減少する見込み。

⚫ 生産年齢人口の減少と高齢化
が進行。

成瀬地区

大田地区

伊勢原北地区

比々多地区

高部屋地区

大田地区

⚫ 地区内の大半を森林地域と
農業地域が占める。

⚫ 最も人口が少ない地区で、
10年前から人口減少が始ま
り、今後も減少を続ける見
込み。また、すでに高齢化
率が48％と高く、今後その
割合はさらに高まる。

⚫ 地区内の大半をDID地区が占
める。

⚫ 直近10年間、人口は横ばい
で推移してきたが、今後も
10年程度横ばいで推移した
後、緩やかな減少に転じる
見込み。

⚫ 生産年齢人口の減少と少子
高齢化が進行。

⚫ 線路沿いを中心にDID地区が
広がる。

⚫ 人口はこれまで緩やかに増
加してきており、今後５年
程度は微増が続くが、以後
緩やかな減少に転じる見込
み。

⚫ 生産年齢人口の減少と少子
高齢化が進行。

⚫ 線路沿いと主要道路沿いに
DID地区が占める。

⚫ 最も人口の多い地区で、こ
れまで人口増加が続いてき
たが、今後10年程度横ばい
で推移した後、緩やかに減
少する見込み。

⚫ 高齢化が進行。

大山地区
成瀬地区

伊勢原北地区

伊勢原南地区

市街化調整区域の集落では、旧町
村からの持続的なコミュニティが
形成 駅周辺では都市型居住のニーズが

増加。比較的若い世代が居住

【市街地周辺部】

【山間部】
【駅周辺市街地】

人口 減少

人口9,707人

人口12,996人

各地区の人口は令和2（2020）年4月1日現在

人口10,269人

人口1,062人
人口29,558人

人口16,156人

人口20,793人

（２）人口分布と将来見通し 

公民館は地区自治会の７地区別（伊勢原北、伊勢原南、大山、高部屋、比々多、成瀬、大田）

に対応し、整備されています。 

一方でそれぞれの地区は、駅周辺市街地、市街地周辺部、山間部の３つで特性が異なり、人口

も大きく異なります。さらに伊勢原市立地適正化計画（令和 2 年 3月）で居住地形成の課題とし

て整理されているように、市街化調整区域の集落では旧町村からの持続的なコミュニティが形成

されている一方で、駅周辺では比較的若い世代が居住し、都市型居住のニーズが増えているな

ど、地区ごとに施設に求めるスペースや機能が異なっています。 

【図表 7 つの地区区分と人口及び特性】 
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大山地区

高部屋地区

比々多地区

伊勢原南地区

人口 増加

人口 当面横ばい

⚫ 地区内の大半を森林地域と
農業地域が占める。

⚫ 7年前から人口は緩やかな減
少が続いており、今後も緩
やかに減少する見込み。

⚫ 生産年齢人口の減少と高齢
化が進行。

⚫ 地区内の大半を農業地域が
占めるが、主要道路沿いに
DID地区が広がる。

⚫ 6年前から人口は緩やかな減
少が続いており、今後も緩
やかに減少する見込み。

⚫ 生産年齢人口の減少と少子
高齢化が進行。

⚫ 地区内の大半を農業地域が占
める。

⚫ 6年前から人口は緩やかな減
少が続いており、今後も緩や
かに減少する見込み。

⚫ 生産年齢人口の減少と高齢化
が進行。

成瀬地区

大田地区

伊勢原北地区

比々多地区

高部屋地区

大田地区

⚫ 地区内の大半を森林地域と
農業地域が占める。

⚫ 最も人口が少ない地区で、
10年前から人口減少が始ま
り、今後も減少を続ける見
込み。また、すでに高齢化
率が48％と高く、今後その
割合はさらに高まる。

⚫ 地区内の大半をDID地区が占
める。

⚫ 直近10年間、人口は横ばい
で推移してきたが、今後も
10年程度横ばいで推移した
後、緩やかな減少に転じる
見込み。

⚫ 生産年齢人口の減少と少子
高齢化が進行。

⚫ 線路沿いを中心にDID地区が
広がる。

⚫ 人口はこれまで緩やかに増
加してきており、今後５年
程度は微増が続くが、以後
緩やかな減少に転じる見込
み。

⚫ 生産年齢人口の減少と少子
高齢化が進行。

⚫ 線路沿いと主要道路沿いに
DID地区が占める。

⚫ 最も人口の多い地区で、こ
れまで人口増加が続いてき
たが、今後10年程度横ばい
で推移した後、緩やかに減
少する見込み。

⚫ 高齢化が進行。

大山地区
成瀬地区

伊勢原北地区

伊勢原南地区

市街化調整区域の集落では、旧町
村からの持続的なコミュニティが
形成 駅周辺では都市型居住のニーズが

増加。比較的若い世代が居住

【市街地周辺部】

【山間部】
【駅周辺市街地】

人口 減少

人口9,707人

人口12,996人

各地区の人口は令和2（2020）年4月1日現在

人口10,269人

人口1,062人
人口29,558人

人口16,156人

人口20,793人

さらに、駅周辺を除く４地区では 6～10 年前から既に人口減少が始まり、今後も減る見込みで

あるのに対し、駅周辺の３地区では将来的には人口が減るとしても当面は横ばいか微増する見込

みであるなど、人口及び人口構成の変化についても傾向が大きく異なり、この傾向の違いが、今

後の各部屋の稼働率や利用者のニーズの変化にも影響を及ぼす可能性があります。 

このため、公民館は、現在、各地区に整備されていますが、今後の利用者の実態やニーズなど

を把握し、地域の将来変化に応じて公民館施設のあり方を見直していく必要があります。 
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【歳入】

68 67 65 62 64 63 62 63 61 62

61 65 66 66 71 76 79 84 89 92

26 26 26 27 27 26 27 28 28 2835 24 23 20 21 24 28
29 23

4138 39 38 37
41

42 42
42 41

44
2

2 2 2
2

2 2
2 2

3

20
19 18 17

19
18 19

19 18

29
35

35 36 39
39

41 41 38 37

29

2
0 5 3

1
4 2 4 3

1

6
6 5 5

4
4 4

4 3

5

293
283 281 278

287
300 305

313 306

334

0

50

100

150

200

250

300

350

400

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

その他歳出

積立金

繰出金

補助費等

維持補修費

物件費

投資的経費

公債費

扶助費

人件費

（億円）

（年度）

61 61 63 63 63 64 64 65 66 67 

11 9 11 10 15 17 18 20 19 15 

69 70 67 67 68 69 71 71 72 73 

15 16 16 16 16 16 17 17 16 17 10 10 9 9 
11 

18 17 17 18 17 

4 5 7 7 
7 

7 6 4 3 4 

7 7 5 6 
6 

6 5 6 6 7 29 23 33 21 23 
17 15 14 11 

27 
42 42 

39 46 
46 

49 52 55 55 
60 17 20 17 16 

18 
18 20 21 22 

24 

8 
3 

8 9 
10 

10 11 
9 10 

10 

23 
26 16 16 

15 
17 18 

20 18 

19 

296 291 290 288 
297 

311 314 322 316 

340 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

その他特定財源

繰越金

県支出金

国庫支出金

地方債

その他一般財源

地方交付税

地方消費税交付金

その他市町村税

固定資産税

市区町民税（法人）

市区町民税（個人）

(億円)

（年度）

【歳出（性質別歳出）】

２ 財政状況 

（１）歳入歳出額の推移 

過去 10 年間の財政状況について見ると、歳入は、国庫支出金と県支出金が増加傾向で推移し

ている一方で、市税収入の中心となる個人市民税と固定資産税は概ね横ばいで推移してきました。 

市税収入の約 4 割を占める個人市民税は、今後、生産年齢人口の減少に伴い大幅な増加は期待

できないと見込まれます。 

歳出は、扶助費が年々増加している一方で、投資的経費は年度により増減はあるものの、概ね

横ばいで推移しており、財政の硬直化が懸念されています。 

 

【図表 歳入歳出額の推移】 
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３ 施設概要と利用状況等 

（１）施設概要 

① 設置目的 

本市において公民館は、社会教育法（(昭和 24 年法律第 207 号）第 20 条、並びに伊勢原市

公民館条例（昭和 54 年条例第 10 号）に基づき、「市民のために、実際生活に即する教育、学術

及び文化に関する各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、

生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与すること」を目的として設置されています。 

 

② 開館日・開館日数・開館時間 

休館日は中央公民館が月の最終月曜日と国民の祝日（文化の日と日曜日が祝日の場合は開館）、

年末年始、大田公民館が月の第２・４（第５）月曜日と国民の祝日（日曜日が祝日の場合は開館）、

年末年始、その他の地区公民館は毎週月曜日と国民の祝日（日曜日が祝日の場合は開館）、年末年

始となっています。 

年間開館日数は令和元（２０１９）年度では中央公民館が 336 日、大田公民館が 320 日で、

その他は 300日です。開館時間はいずれも 9時から 22 時です。 
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7,806 7,997 7,630

949 1,222 1,101

2,606 2,394
2,017

1,798 1,611
1,591

2,485 2,396
2,109

1,723 1,735
2,500

2,071 1,910

3,041 3,210

3,137

22,479 22,475
20,085

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度

伊勢原南公民館

大田ふれあいセンター

大田公民館

成瀬公民館

比々多公民館

高部屋公民館

大山公民館

中央公民館

（件）

3,794 3,645

117,918 123,011 114,218

8,523 8,697
7,057

26,563 24,085
20,379

19,915 16,659
14,509

28,479 28,093

27,549

17,515 17,607
33,516

27,467 24,549

35,276 35,752

32,755

281,656 278,453

249,983

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度

伊勢原南公民館

大田ふれあいセンター

大田公民館

成瀬公民館

比々多公民館

高部屋公民館

大山公民館

中央公民館

（人）

44,982
42,156

利用1件当たり
利用者数

13人/件 12人/件 12人/件

（２）利用状況 

①年間利用件数・年間利用者数 

公民館の利用件数は、令和元（２０１９）年度で年間 20,085 件、利用者数は 249,983 人

で、利用 1件あたりの利用者数は 12 人/件となっています。 

年間の利用件数、利用者数ともに、新型コロナウイルス感染症対策の影響などもあり減少傾向

です。 

 

【図表 年間利用件数・年間利用者数の推移】 
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平成29年度 平成30年度 令和元年度 平均

展示ホール 327 350 83% 81% 66% 77% 絵画などの展示、講演会の開催、軽体操など

レクリエーション室 173 230 90% 88% 73% 84% 軽体操、講演会の開催、ダンス、合唱など

美術工芸室 93 37 53% 55% 46% 52% 絵画、工芸、陶芸、書道など

サークル活動室 27 8 42% 42% 33% 39% 団体活動打合せ、少人数の勉強会など

会議室Ａ 179 100 54% 50% 41% 49% 団体会議、一般学習活動、軽度の体操など

会議室Ｂ 91 54 67% 66% 59% 64% 団体会議、一般学習活動

第１学習室 56 36 63% 66% 58% 63% 団体会議、一般学習活動

音楽実習室 59 36 68% 67% 60% 65% 合唱、楽器（防音対応）

第２学習室 51 24 76% 77% 70% 74% 団体会議、一般学習活動、軽体操

料理実習室 120 48 33% 29% 26% 29% 料理実習

和室 89 33 61% 63% 56% 60% 一般学習活動、軽体操（ヨガ、気功など）

茶室 46 14 46% 47% 42% 45% 茶道、軽体操（ヨガなど）

図書資料室 28 14 2% 2% 0% 1% 学習スペース（施設予約対象外、個人利用可）

プレイルーム 27 10 1% 1% 0% 1%
活動時間中の保育スペース
（施設予約対象外、子どもだけの利用は不可）

集会室 32 18 23% 26% 20% 23% 団体会議、一般学習活動

学習室 32 18 11% 14% 16% 14% 団体会議、一般学習活動

和室 20 24 4% 5% 5% 5% 茶道、華道、和裁、団体会議

講義室 115 110 34% 46% 42% 41% 講演会、講習会、レクリエーション、団体会議

図書資料室 20 3% 4% 1% 3%

集会室 66 37 38% 32% 32% 34% 団体会議、一般学習活動

学習室 31 18 35% 33% 30% 33% 団体会議、一般学習活動

和室 56 33 45% 38% 28% 37% 茶道、華道、和裁、団体会議

講義室 138 180 70% 71% 56% 65% 講演会、講習会、レクリエーション、団体会議

料理実習室 51 20 14% 11% 6% 10% 料理実習

美術工芸室 38 18 31% 28% 21% 26% 絵画、工芸、陶芸、書道など

プレイルーム 19 8 4% 3% 1% 2%
活動時間中の保育スペース
（施設予約対象外、子どもだけの利用は不可）

集会室 33 12 29% 28% 29% 29% 団体会議、一般学習活動

学習室 59 24 34% 32% 29% 32% 団体会議、一般学習活動

和室 54 35 17% 15% 19% 17% 茶道、華道、和裁、団体会議

講義室 150 100 63% 64% 56% 61% 講演会、講習会、レクリエーション、団体会議

図書資料室 25 3% 3% 2% 3%

集会室 90 48 41% 41% 37% 40% 団体会議、一般学習活動

学習室 55 20 32% 33% 33% 32% 団体会議、一般学習活動

和室 54 25 33% 31% 34% 33% 茶道、華道、和裁、団体会議

講義室 163 100 78% 76% 68% 74% 講演会、講習会、レクリエーション、団体会議

図書資料室 26 8 18% 17% 5% 13%

コミュニティールーム 17 12 15% 14% 14% 14% 団体会議、一般学習活動

集会室１／３ 41 24 - - 4% 4%

集会室２／３ 83 48 - - 21% 21%

集会室全面 124 72 - - 50% 50%

教養娯楽室 60 48 - - 43% 43% 団体会議、一般学習活動

調理室 43 16 - - 12% 12% 料理実習

和室 32 16 - - 15% 15% 茶道、華道、和裁、団体会議

学習室 43 20 - - 31% 31%

地区活動室 16 - - 8% 8% 団体会議、一般学習活動

集会室 59 42 50% 48% 47% 49% 団体会議、一般学習活動

学習室 30 18 42% 39% 41% 41% 団体会議、一般学習活動

和室 92 22 55% 56% 48% 53% 茶道、華道、和裁、団体会議、舞踊など

講義室 156 180 81% 82% 76% 80% 茶道、華道、和裁、団体会議、舞踊など

図書資料室 30 12 29% 27% 32% 29% 活動団体打合せ、少人数の勉強会など

サークル室 16 10 24% 26% 26% 25% 活動団体打合せ、少人数の勉強会など

比々多公民館 28%

施設名称 部屋名
面積
（㎡）

収容
人数等

施設
稼働率

中央公民館 44%

大山公民館 17%

部屋稼働率
用途

講演会、講習会、レクリエーション、団体会議

伊勢原南公民館 46%

大田公民館 23%

成瀬公民館 34%

高部屋公民館 30%

②施設別稼働率 

中央公民館は、諸室の稼働率が高い部屋が多い状況です。 

地区公民館は、多目的に活用できる講義室等は比較的稼働率が高いものの、稼働率が 40％に満

たない諸室も多くみられます。また、集会室など近隣の地域コミュニティ施設と機能が重複する部

屋も多くあります。 

【図表 施設別稼働率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和元（2019）年度の 3 月に、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策として一般利用を休止している。 
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４ 公民館に求められる役割の変化 

（１）今後の公民館に求められる役割 

平成 30（２０１８）年 12 月に取りまとめられた中央教育審議会答申「人口減少時代の新し

い地域づくりに向けた社会教育の振興方策について」において、地域における社会教育には、一

人一人の生涯にわたる学びを支援し、住民相互のつながりの形成を促進することに加え、地域の

持続的発展を支える取組に資することがより一層期待されているとしています。 

また、今後の社会教育施設のあり方として、公民館は学校とともに地域の学習拠点としての役

割に加え、地域コミュニティの維持と持続的な発展を推進するセンター的役割、地域の防災拠点

としての役割、地域学校協働活動の拠点としての役割などを強化することが求められるとしてい

ます。 

 

（２）持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に向けた取組の推進 

平成 27（2015）年 9 月の国連サミットにおいて、令和 12（2030）年までの国際目標と

して「持続可能な開発目標（SDGs）」が掲げられました。この考え方に沿い、公民館施設の整備

にあたっては、多様な市民活動ニーズへの対応や環境負荷の低減に配慮した施設整備等が求めら

れています。この 17 の目標及び本計画に関連の深い目標は次のとおりです。 

 

 

  
出典：国際連合広報センターWEB サイト   

 

【本計画に関連の深い目標（ゴール）】 

 

 

 

 

 

 

  

4 質の高い教育を

みんなに

7 エネルギーを

みんなにそして
クリーンに

11 住み続けられる

まちづくりを
10 人や国の不平等

をなくそう
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学校教育施設

100,785㎡

(54%)

公民館

7,458㎡

(4%)

庁舎等

16,694㎡

(9%)

保健・福祉施設

12,993㎡

(7%)

              

施設

12,952㎡

(7%)

市営住宅

10,136㎡

(5%)

環境衛生施設

3,686㎡

(2%)
地域      施設

3,054㎡

2%

公共施設保有量
185,627㎡

社会教育施設全体
25,327㎡

(14%)

公民館
7,458㎡

(全体の4%)
(社会教育施設の29％)

第３章 公民館施設整備の現状 

１ 公民館施設の状況 

（１）公共施設全体に対する公民館施設の保有状況 

本市の公共施設保有量は、令和 2（2020）年 4月現在、約 18.６万㎡です。このうち、社会教

育施設は 2.5 万㎡で、全体の１4％を占めています。なお、公民館は 7,458 ㎡で、全体の 4％、

社会教育施設の 29％を占めています。 

 

【図表 公共施設の用途別保有状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「公共施設白書」より時点修正し、集計 
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20
00
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20
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20
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20
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20
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20
14

20
16

20
18

20
20

築20年以上 7棟（100%） 0.7万㎡（100%）

築30年以上 6棟（86%） 0.7万㎡（90%）

（㎡）

7施設
7棟

7,458㎡ 中央公民館
3,496㎡

旧耐震基準（昭和56年以前）
3棟（43%） 0.2万㎡（24%）

新耐震基準（昭和57年以降）
4棟（57%） 0.5万㎡（76%）

大
山

成
瀬

比
々
多

高
部
屋

伊
勢
原
南

大
田

築30年以上
0.5万㎡(67%)

3棟（43%）

築40年以上
0.2万㎡(24%)

3棟（43%）

築20年以上
710㎡(9.5%)
1棟（14%）

築10年以上
0㎡(0%)
0棟（%）

築10年未満
0㎡(0%)
0棟（%）

築50年以上
0㎡(0.%)
0棟（%）

（２）築年別整備状況 

本市の公民館施設は 7館あり、いずれも建物としては 1 棟のみで構成されています。 

各館の延床面積をみると、中央公民館が 3,496㎡（公民館全体の 47％）と突出して大きく、そ

れ以外の公民館は概ね 400～700 ㎡となっています。 

築年別整備状況をみると、建築基準法施行令が改正され、帯筋間隔の基準が改正された昭和 46

（1971）年よりも前に建てられた建物はありませんでしたが、大山公民館、比々多公民館、成瀬

公民館の 3施設が昭和 56（1981）年以前に建てられた旧耐震基準の建物であり、高部屋公民館、

伊勢原南公民館も新築から 40 年近く経過しています。 

加えて中央公民館も築 30 年になっており、多くの建築物が改修の時期を迎えていることから、

今後、改修コストが必要になってくる見込みです。 

なお、令和元（２０１９）年度に大田公民館と大田ふれあいセンターを機能統合し、旧大田ふれ

あいセンターの建物を大田公民館としています。 

 

【図表 築年別整備状況】 
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２ 公民館施設の老朽化状況の評価 

（１）調査概要 

  公民館施設の老朽化状況は、構造耐力上主要な部分である躯体と躯体以外の部分に分け、

「構造躯体の健全性」と「躯体以外の劣化状況」の２つの調査を行い、評価しました。 

  構造躯体の健全性の評価は、これまで一般的に築５０年程度で建替えをしていた建物を、築

８０年程度まで長寿命化するのに必要な構造躯体の安全性を確認するために実施しました。実

施方法は過去に実施した耐震診断の報告書の既存データ等を用い、長寿命化改修に適さない可

能性のある建物を判定しました。 

また、躯体以外の劣化状況調査は、屋上や外壁、設備機器等の構造躯体以外の部分につい

て、現地での目視調査を行うとともに、改修履歴及び経過年数を把握することにより、各部位

の劣化状況を評価しました。 

 

【公民館施設の老朽化状況の把握】 

 

  

①耐震診断データの把握 

耐震診断の既存データを用いて、コン

クリート圧縮強度の数値から構造躯体

の健全性を把握 

 

②現地での目視調査 

構造躯体のひび割れ、剥離・剥落、

鉄骨部材の錆等を調査 

 

 

 

構造躯体の健全性調査 

長寿命化に適さない 

可能性のある建物を判定 

①現地での目視調査 

屋根・屋上や外壁などの部位につい

て、改修履歴や現地での目視調査に

より現況を把握 

 

②改修履歴や点検報告内容の把握 

電気や給排水などの設備部位につい

て経過年数や点検報告書等により現

況を把握 

 

 

躯体以外の劣化状況調査 

各部位の劣化状況を評価 
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工
事
実
施
段
階

耐震補強

耐震基準

耐震補強済み
または

耐震診断で耐震性あり

旧耐震基準

ＮＯ

または、使用不可ＹＥＳ

「長寿命」として試算 「改築」として試算

計
画
策
定
段
階

調査

評価
項目

（例示）

鉄筋コンクリート造
鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨造 木造

現地目視調査及び材料試験 現地目視調査 現地目視調査

➢ コンクリート圧縮強度
➢ 中性化深さ
➢ 鉄筋かぶり厚さ
➢ 鉄筋腐食状況
➢ 屋上・外壁の漏水状況

➢ 筋かいのたわみ
➢ 鉄骨腐食状況
➢ 非構造部材の取付部・

設備・二次部材安全性
➢ 屋根・外壁の漏水状況

➢ 土台・柱・梁の腐朽
➢ 柱・梁の傾斜
➢ 床のたわみ、床鳴り
➢ 屋根・外壁の漏水状況

躯体の詳細な調査

長寿命化 改築

躯体の詳細な調査に加えて経済性や教育機能上

などの観点から総合的に判断する

判断

コンクリート圧縮強度
13.5N/mm2以下

ＲＣ
造

「改築」判定建物には、

耐力度調査を実施して

改築事業の補助対象

になるかどうかを判断

する。

耐力度調査に準じて各

教育委員会で調査項

目・評価指標を設定し

判断する。

「要調査」
建物

ＹＥＳ

概ね40年以上で
腐食や劣化の進行が

著しいもの

Ｓ造
Ｗ造
等

ＹＥＳ

ＮＯ

ＲＣ造以外は、目視状

況により、長寿命化改

修に適さないと考えら

れる場合は、試算上の

区分を「改築」や「要調

査」と記入（選択）する。

ＲＣ造でコンクリート圧

縮強度が13.5N/mm2以

下の場合は、「要調査」

を 自 動 で 表 示 し 、 「 改

築」として試算する。

新耐震基準

長寿命化の判定フロー

*1

*1 例えば、時を重ねて活用され続けた木造建物等は、それ自体が文化財的価値を有することも多く、
改築に際しては、こうした観点からの検討も別途行う必要がある。

（２）構造躯体の健全性の評価 

① 評価方法 

建物の長寿命化を図り、物理的耐用年数を延ばすためには、躯体部分が長期間の使用に耐えうる

ことが必要になりますが、構造耐力上、主要な部分（柱、梁、床版など）のコンクリート圧縮強度

が著しく低い場合（１３．５Ｎ/ｍ㎡以下）等は、長寿命化改修に適さない可能性があります。  

コンクリート圧縮強度は、過去に実施した耐震診断報告書のデータにより評価しました。さらに、

現地での目視調査で、構造躯体のひび割れ、剥離・剥落、鉄筋の露出、鉄骨部材の錆やたわみ等を

調査し、長寿命化に適さない可能性がある建物を判定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」平成 29 年 3 月 文部科学省 
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建物基本情報 躯体の健全性
建築
年度

大山公民館 RC 2 416 1978 43 旧 済 32.4

比々多公民館 RC 2 624 1981 40 旧 済 26.6

成瀬公民館 RC 2 726 1980 41 旧 済 31.0

圧縮強度
（N/㎟）耐震

基準
耐震
改修

築
年
数

耐震
安全性

西
暦

地上
延床面積

（㎡）
施設名称 構造

②  評価結果 

本市の公民館施設のうち、旧耐震基準（※1）で建てられた建物は 3 施設ありますが、いずれもコ

ンクリート圧縮強度は 13.5N/ｍ㎡を大きく上回っており、長寿命化が可能です。 

 

 

 

【図表 構造躯体の健全性評価一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊1）旧耐震基準 

昭和 56（1981）年に建築基準法施行令の改正により建物形状等の特性に対する耐震性を確認するなど新

耐震設計基準が施行された。旧耐震基準とはこの改正前の耐震基準のこと。 
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②部位のコスト配分①部位の評価点
③健全度

総和(部位の評価点×部位のコスト配分)

※100点満点にするためにコスト配分の合計値で割っている。

※健全度は、数値が小さいほど劣化が進んでいる ことを示す。

60÷評価点

A 100

B 75

C 40

D 10
部位 評価 評価点 配分

1.屋根・屋上 B → 75 × 5.1 ＝ 382.5

2.外壁 C → 40 × 8.3 ＝ 332

3.外部開口部 B → 75 × 8.9 ＝ 667.5

4.内部仕上 A → 100 × 22.4 ＝ 2240

5.電気設備 C → 40 × 8 ＝ 320

6.給排水衛生設備 B → 75 × 3.65 ＝ 273.75

7.冷暖房換気設備 D → 10 × 3.65 ＝ 36.5

計 4252.25

÷ 60

70.8708

部位 コスト配分

1.屋根・屋上 5.1

2.外壁 8.3

3.外部開口部 8.9

4.内部仕上 22.4

5.電気設備 8

6.給排水衛生設備 3.65

7.冷暖房換気設備 3.65

計 60

四捨五入して健全度＝71

〈計算例〉

（３）構造躯体以外の劣化状況の評価 

① 評価方法 

各建物の改修内容等の検討にあたり、躯体以外の部分（屋上、外壁、設備機器等）の劣化状況を

把握するため、現地調査を実施しました。 

調査は部位ごとの目視調査を実施するとともに、改修履歴や各種点検報告書等を参照し実施しま

した。評価基準及び健全度の算定は、文部科学省の「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」

を踏まえ設定しています。 

【図表 劣化状況評価基準】 

●目視による評価                  ● 経過年数による評価  

【屋根・屋上、外壁、外部開口部、内部仕上】     【電気設備、給排水衛生設備、 

冷暖房換気設備】 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

この判定結果を基にして、各施設の劣化状況を比較検証できるように、施設ごとに健全度を算定

します。具体的には、健全度は各建物の７つの部位について劣化状況を４段階で評価し、100 点

満点で数値化した指標です。 

「①部位の評価点」と「②部位のコスト配分」を下表のように定め、「③健全度」を 100点満点

で算定します。 

【図表 健全度の算定方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ 概ね良好

Ｂ 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）

Ｃ 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）

Ｄ

早急に対応する必要がある

（安全上、機能上、問題あり）

（躯体の耐久性に影響を与えている）

（設備が故障し施設運営に支障を与えている）等

良好

劣化

評価 基準

20年未満

20～40年

40年以上

基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

評価

経過年数に関わ
らず著しい劣化
事象がある場合

Ｄ

良好

劣化
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② 評価結果 

ア 早急に対応が必要なレベルの劣化（劣化状況評価でＤ評価）がある部位はありませんでした 

が、築年の新しい大田公民館と平成 21（2009）年の全面リニューアル改修からさほど経過 

していない高部屋公民館を除く 5 施設でＣ評価の部位が見られました。 

 

イ 特に旧耐震基準の建物で、全面リニューアル改修が実施されていない比々多公民館の劣化が 

進んでおり、次いで成瀬公民館、伊勢原南公民館の劣化が進んでいます。 

 

ウ 屋根・屋上に関しては、中央公民館、比々多公民館、成瀬公民館、伊勢原南公民館で劣化が 

進んでおり、保護コンクリートやシートの劣化による雨漏りが見られ、また、中央公民館では 

屋根葺材の欠損も見られます。 

 

エ 外壁に関しても比々多公民館、成瀬公民館、伊勢原南公民館の 3 館で老朽化が進み、ひび割 

れ等がみられます。 

 

オ それ以外の部位に関しては内部のひびや床の摩耗、サッシのシーリングの硬化などがみられ、 

設備に関しても総じて更新の時期を迎えています。 

 

カ 成瀬公民館と伊勢原南公民館で地盤沈下が進行しており、フェンスの傾きや敷地の陥没、接 

道部における段差の発生といった事象がみられます。このまま放置すると、配水管の断裂とい 

った施設面での被害のみならず、利用者の安全性を配慮するためにも対応が必要です。 
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伊勢原南公民館 屋上
保護コンクリートの劣化。
広範囲の目地の暴れ。

比々多公民館 屋上
立ち上がり部がひび割れ

剥落。雨漏りがある。

伊勢原南公民館 外壁
塗装の退色、ひび割れが進

行し、錆汁がみられる。

比々多公民館 外壁
チョーキング、ひび割れ、

錆汁がみられる。

伊勢原南公民館 内部仕上
吹抜け上部内壁にひび割れ、

漏水痕がみられる。

成瀬公民館 内部仕上
複数の雨漏り、内壁の塗装の

剝れ、床ビニールシートの劣化。

成瀬公民館 外部開口部
窓サッシ周囲のシーリングが硬化。
雨漏りの原因の一つと考えられる。

〈屋根・屋上〉

〈外壁〉

〈内部仕上〉

〈外部開口部〉 〈設備〉

成瀬公民館 冷暖房換気設備
経年により、冷却塔（クーリングタ

ワー）の劣化が進行している。

〈屋根・屋上〉

〈外壁〉

〈内部仕上〉

【図表 各部位の劣化状況】 
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建物基本情報

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

中央公民館 RC 4 1 3,496 1991 H3 30 新 不要 不要 - 長寿命 C B B B C C C B 63 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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1
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1

50年前 40年前 30年前

施設名称
構
造

地
上

地
下

耐震安全性 耐震診断時データ

玄
関
ス
ロ
ー

プ

自
動
ド
ア

延
床
面
積

（
㎡

）

建築年度

築
年
数

和
暦

診
断

補
強

基
準

躯体以外の劣化状況

バリアフリー

玄
関
点
字
ブ
ロ

ッ
ク

廊
下
手
す
り

L
E
D
照
明

20年前 10年前

～

2
0
1
0

～

1
9
9
0

その他

現状の整備水準

防災

躯体の健全性

ト
イ
レ
の
ド
ラ
イ
化

冷
暖
房

現在

ト

大

工事履歴

：大規模改修 耐 ：耐震改修

外

設

内：外部改修 ：内部改修

：トイレ改修：設備改修

構造
RC ： 鉄筋コンクリート造
SRC ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

S ： 鉄骨造
W ： 木造

他 ： その他（不明含む）

：1972年～1981年築の棟

：1971年以前築の棟

築年数 耐震

旧 ： 旧耐震基準

新 ： 新耐震基準

済 ： 実施済み

- ： 不要

LS ： 軽量鉄骨造
コンクリートブロック造CB ：

未 ： 未実施

劣化状況

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

圧縮強度

：13.5N/㎟以下

- ：評価対象外（該当部位無し）

棟用途区分
校舎
体育館
給食室
プール付属室

用途区分

小学校
中学校
公民館
図書館

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築

：コア抜き作業が必要な施設

Ａ  ： 概ね良好 -

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 ： 部分的に劣化

評価

構造

ＲＣ

Ｓ

ＳＲＣ

ＣＢ

Ｗ

 ： 鉄筋コンクリート造

 ： 補強コンクリートブロック造  ： 広範囲に劣化

 ： 評価対象外（対象部位無し　等）

 ： 早急に対応が必要

 ： 鉄骨造

 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

 ： 木造

【躯体以外の劣化状況】

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】

帯筋間隔改正

1971年以前
旧耐震基準

1981年以前

（４）建物情報一覧 

建物情報一覧は、対象建物の基本情報、構造躯体の健全性、躯体以外の劣化状況、現状の整備水

準、及び修繕・改修履歴を一覧表として整理したものです。 

これにより、劣化が進んでいる建物、過去の修繕・改修状況などを抽出することができます。建

物の現状に応じて今後必要な修繕・改修を設定し、必要なコストを算定します。 

 

 

 

 

 

【図表 建物情報一覧（実態）】 
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建物基本情報
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現在

ト

大

工事履歴

：大規模改修 耐 ：耐震改修

外

設

内：外部改修 ：内部改修

：トイレ改修：設備改修

構造
RC ： 鉄筋コンクリート造
SRC ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

S ： 鉄骨造
W ： 木造

他 ： その他（不明含む）

：1972年～1981年築の棟

：1971年以前築の棟

築年数 耐震

旧 ： 旧耐震基準

新 ： 新耐震基準

済 ： 実施済み

- ： 不要

LS ： 軽量鉄骨造
コンクリートブロック造CB ：

未 ： 未実施

劣化状況

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

圧縮強度

：13.5N/㎟以下

- ：評価対象外（該当部位無し）

棟用途区分
校舎
体育館
給食室
プール付属室

用途区分

小学校
中学校
公民館
図書館

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築

：コア抜き作業が必要な施設

Ａ  ： 概ね良好 -

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 ： 部分的に劣化

評価

構造

ＲＣ

Ｓ

ＳＲＣ

ＣＢ

Ｗ

 ： 鉄筋コンクリート造

 ： 補強コンクリートブロック造  ： 広範囲に劣化

 ： 評価対象外（対象部位無し　等）

 ： 早急に対応が必要

 ： 鉄骨造

 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

 ： 木造

【躯体以外の劣化状況】

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】

帯筋間隔改正

1971年以前
旧耐震基準

1981年以前

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※築年数は、令和 3年 4月 1日現在 

 

 

 

 

ト

大

工事履歴

：大規模改修 耐 ：耐震改修

外

設

内：外部改修 ：内部改修

：トイレ改修：設備改修

構造
RC ： 鉄筋コンクリート造
SRC ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

S ： 鉄骨造
W ： 木造

他 ： その他（不明含む）

：1972年～1981年築の棟

：1971年以前築の棟

築年数 耐震

旧 ： 旧耐震基準

新 ： 新耐震基準

済 ： 実施済み

- ： 不要

LS ： 軽量鉄骨造
コンクリートブロック造CB ：

未 ： 未実施

劣化状況

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

圧縮強度

：13.5N/㎟以下

- ：評価対象外（該当部位無し）

棟用途区分
校舎
体育館
給食室
プール付属室

用途区分

小学校
中学校
公民館
図書館

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築

：コア抜き作業が必要な施設

Ａ  ： 概ね良好 -

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 ： 部分的に劣化

評価

構造

ＲＣ

Ｓ

ＳＲＣ

ＣＢ

Ｗ

 ： 鉄筋コンクリート造

 ： 補強コンクリートブロック造  ： 広範囲に劣化

 ： 評価対象外（対象部位無し　等）

 ： 早急に対応が必要

 ： 鉄骨造

 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

 ： 木造

【躯体以外の劣化状況】

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】

ト

大

工事履歴

：大規模改修 耐 ：耐震改修

外

設

内：外部改修 ：内部改修

：トイレ改修：設備改修

構造
RC ： 鉄筋コンクリート造
SRC ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

S ： 鉄骨造
W ： 木造

他 ： その他（不明含む）

：1972年～1981年築の棟

：1971年以前築の棟

築年数 耐震

旧 ： 旧耐震基準

新 ： 新耐震基準

済 ： 実施済み

- ： 不要

LS ： 軽量鉄骨造
コンクリートブロック造CB ：

未 ： 未実施

劣化状況

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

圧縮強度

：13.5N/㎟以下

- ：評価対象外（該当部位無し）

棟用途区分
校舎
体育館
給食室
プール付属室

用途区分

小学校
中学校
公民館
図書館

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築

：コア抜き作業が必要な施設

Ａ  ： 概ね良好 -

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 ： 部分的に劣化

評価

構造

ＲＣ

Ｓ

ＳＲＣ

ＣＢ

Ｗ

 ： 鉄筋コンクリート造

 ： 補強コンクリートブロック造  ： 広範囲に劣化

 ： 評価対象外（対象部位無し　等）

 ： 早急に対応が必要

 ： 鉄骨造

 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

 ： 木造

【躯体以外の劣化状況】

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】 【改修履歴】

耐

外 開

屋 ト

壁  ： 外壁改修 空

電  ： 電気設備改修 Ｌ  ： ＬＥＤ化

 ： 新築

 ： 屋上防水・外壁改修

 ： 耐震改修

 ： サッシ改修

 ： トイレ改修 ： 屋上防水改修

 ： 空調改修

： 大規模改修大
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直近10年は設備交換、部分
修繕のみ
200万円以下の修繕、部品交換等
（トイレ便器交換・コンセント、配
線修繕、ケーブル交換、自家発電機
部品交換 等）

※これまでに全面リニューアル改修を2施設に実施
1993年 大山公民館 3千500万円（8万円・㎡）
2009年 高部屋公民館 1億500万円（14万円・㎡）

有料化に伴い緊急的に
劣化部位や設備の改修を実施

機能回復
総額 8,000万円

800万円/年

1,073円/年・㎡

（万円）

３ 近年の公民館施設整備実績 

平成 23（2011）年～令和 2（2020）年までの 1０年間の施設関連経費は、総額 8,000 万

円、年平均 800 万円です。 

令和元（2019）年度までは 200 万円以下の部分修繕や設備交換のみであり、これといった改

修は実施されていませんでした。令和元（2019）年 7 月から施設利用が有料化されたことに伴い、

令和 2(2020)年度には緊急的に対応が必要となっていた部位や設備の改修を行っています。 

また、これまで平成 5（1993）年に大山公民館、平成 21（2009）年に高部屋公民館で全面

リニューアル改修を実施していますが、それ以外の 5 施設では大きな改修を実施しておらず、今後

の老朽化対応が課題となります。 

 

【図表 施設関連経費の推移】 
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４ コスト試算 

文部科学省の「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」で示す「改築中心のイメージ」と「長

寿命化のイメージ」を踏まえ、今後の改修や更新に必要な事業費を試算し、従来型と長寿命化型の

コストを比較しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」平成 29 年 3 月文部科学省 

出典：学校施設の長寿命化計画策定に係る手引 p.27

長寿命化のイ メ ージに示す目標耐用年数と 修繕・ 改修の実施時期は一例であり 、 各教育委

員会において、 個別施設の実情に応じ て設定する こ と ができ る 。

経年による機能・性能の劣化

経年による

機能・性能の劣化

年20 8040 60竣工

長寿命化改修
（機能向上）

・コンクリート中性化対策
・鉄筋の腐食対策
・耐久性に優れた仕上材へ
の取り替え

・多様な学習内容・学習
形態への対応

大規模改造
（原状回復等）

・外装、内装等の改修
・断熱化等のエコ改修
・トイレ改修
・空調設置

大規模改造
（原状回復等）

・外装、内装等の改修
・断熱化等のエコ改修
・トイレ改修
・空調設置

40～50年間

70～80年間

（建物を良い状態に保ち、躯体の耐用年数まで使う）

（機能・性能の劣化に殆ど対応しないため、使い勝手が悪くなって解体してしまう）

改
築
中
心
の
イ
メ
ー
ジ

長
寿
命
化
の
イ
メ
ー
ジ

改築

長寿命化改修費
（改築の６割
程度の費用）

改築改築

建物の水準

建物の水準

改築費 改築費

大規模改造費
（予防保全的な改修）

改築費

年
20 8040 60竣工

大規模改造費
（事後保全的な改修）

大規模改造費
（事後保全的な改修）

大規模改造費
（予防保全的な改修）
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建替え 築60年目で現在と同規模に建替え 400,000円/㎡
総務省「公共施設等更新費用試算ソフト」を
参照

中規模改修 築30年目 100,000円/㎡ 建替えの25％

劣化部位改修
直近10年間に改修の無い施設の劣化部位（現

地調査でのＣ評価部位等）、交換が必要な設備
などへ、早期に対応する

部位・設備ごとに設定
施設特別整備（特別修繕）単価（国土交通省

大臣官房官庁営繕部）等を参照

経常修繕費 過去の機能回復経費に基づき設定
800万円/年

(年あたり約1100円/㎡）

項目 設定時期 試算単価 備考

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000
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11
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20
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20
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20
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20
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20
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20
31

20
32

20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
51

20
52

20
53

20
54

20
55

20
56

20
57

20
58

20
59

20
60

20
61

（万円）

（年度）建替え劣化部位改修 中規模改修

直近10年間
総額

約7億500万円
約7,100万円/年

20年間
総額

約10億9,600万円
約5,500万円/年

40年間総額
約36億8,600万円
約9,200万円/年

30年間
総額

約21億6,600万円
約7,200万円/年

経常修繕費

現在

（１）従来型（築 60年建替え） 

既存の公民館 7 施設に対して、全ての建物を築 60 年で建替えた場合のコストを試算しました。 

築 30 年に建物の機能回復のための中規模改修を行い、築 60 年で現在と同規模に建替えたとし

て試算すると、計画期間である令和 43（2061）年までの整備費用は、総額約 36 億 9,０００万

円、年平均約 9,200 万円です。 

 

 

 

 

 

 

【図表 築 60 年で建替えた場合のコスト試算】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈試算条件〉 

 

 

 

 

 

 

 

※試算単価には設計費を含む 
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20
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20
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20
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20
52

20
53

20
54

20
55

20
56

20
57

20
58

20
59

20
60

20
61

（万円）

（年度）
建替え劣化部位改修 中規模改修長寿命化改修

直近10年間
総額

約13億2,200万円
約1億3,200万円/年

20年間
総額

約18億9,700万円
約9,500万円/年

40年間
総額

約32億600万円
約8,000万円/年

30年間
総額

約27億4,400万円
約9,200万円/年

経常修繕費

現在

建替え 築80年目で現在と同規模に建替え 400,000円/㎡
総務省「公共施設等更新費用試算ソフト」を
参照

長寿命化改修 築40年目 260,000円/㎡ 建替えの65％

中規模改修 築60年目 100,000円/㎡ 建替えの25％

劣化部位改修
直近10年間に改修の無い施設の劣化部位（現
地調査でのＣ評価部位等）、交換が必要な設備

などへ、早期に対応する
部位・設備ごとに設定

該当する施設は中央公民館のみ。金額は設
計金額を使用。

経常修繕費 過去の機能回復経費に基づき設定
800万円/年

(年あたり約1100円/㎡）
-

項目 設定時期 試算単価 備考

（２）長寿命化型（築 40年長寿命化後、築 80 年まで使用して建替え） 

全ての建物を長寿命化し、長く使っていく場合として、築 40 年で長寿命化改修を行い、築 80

年で建替えとして、建物を使用した場合のコストを試算しました。長寿命化改修と建替えの中間年

には建物の機能回復のための中規模改修を行い、築 40 年目の長寿命化改修では機能回復にあわせ

て建物を長く使っていくための機能向上を図ります。なお、高部屋公民館は、過去の全面リニュー

アル改修から 20 年目ごとの中規模改修としていることや、予算の平準化の観点から７施設の工事

時期が重ならないようにしています。 

計画期間である令和 43（2061）年までの整備費用は、総額約 32 億円、年平均約 8,000万円

です。また、計画期間当初の令和 4（2022）年からの 10 年間では、総額約 13 億 2,200 万円、

年平均約 1億 3,200 万円です。 

 

【図表 長寿命化改修へシフトした場合のコスト試算】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈試算条件〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

※試算単価には設計費を含む  
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第４章 整備方針 

１ 公民館施設整備の課題 

第 2 章及び第３章で把握した現状を踏まえ、公民館施設整備の課題を整理します。 

（１）施設の老朽化 

大規模改修を実施した大山公民館と高部屋公民館、大田ふれあいセンターとの機能統合を行った

大田公民館を除く 4 つの公民館では躯体以外の各部の劣化が進んでおり、劣化した部位（劣化状況

調査で C 評価となった部位）の機能回復を急ぐ必要があります。 

 

（２）改修更新経費の確保 

過去 10 年間の施設整備関連経費は年間平均８０0 万円で、これに対して長寿命化改修を実施す

る場合、年間約 8,000万円必要になり、年間約 7,200 万円と非常に大きなかい離が生じます。 

本計画の上位計画である公共施設等総合管理計画では、公民館について、「更新時期における統

廃合や機能の集約化の検討」を進めることとしており、これによって施設総量の縮減を図る必要が

あります。 

また、施設の改修や更新にあたっては、持続可能な開発目標（SDGs）による持続可能な社会の

実現に向け、省エネルギー化など環境に配慮した施設整備が必要となっています。 

こうしたことから、改修や更新に係る経費の縮減や平準化を検討する必要があります。 

 

（３）施設の有効活用 

公共施設等総合管理計画では、公民館については、コミュニティセンターとの機能統一を図るこ

ととなっています。公共施設配置をみると、地域コミュニティ施設などで公民館が有する機能と重

複しているため、これら施設との機能を集約化し、集会機能や生涯学習機能を 1 つの地域につき 1

つの施設で利用できるようにすることで、地域に必要な機能を確保しながら、施設総量の縮減を図

ることが必要です。 

また、地区公民館では稼働率の低い諸室が見られるため、他の施設機能の集約化による公民館の

多機能化により、有効活用を図っていく必要があります。 

 

（４）地域拠点としての整備 

今後の社会教育施設のあり方として、公民館には、地域の学習拠点としての役割に加え、地域コ

ミュニティの維持と持続的な発展を推進するセンター的役割、地域の防災拠点としての役割、地域

学校協働活動の拠点としての役割などを強化することが求められます。 

また、公共施設等総合管理計画では、公民館については、「学校とともに地域のコミュニティ及び

防災拠点に位置づけ、施設の統廃合や機能の集約化を進める」ことが見直しの方向性として示され

ており、地域拠点としての整備を図っていく必要があります。  
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２ 公民館の目指すべき姿 

上記課題を踏まえ、本市の公民館に求められる機能や性能等に関する観点から、公民館の目指す

べき姿を定めます。 

 

（１）安全安心な施設 

公民館は、市民の生涯学習の場であり、地域の交流の場であるとともに、地域の防災拠点として

必要な機能を有し、安全安心な施設であることが求められています。 

劣化が進む部位の機能回復など、老朽化する施設に適切な保全を行うことで、地域の住民にとっ

て安全安心な施設を目指します。 

 

（２）地域拠点としての施設 

公民館に求められる機能は、社会環境の変化により多様化してきており、こうした変化に柔軟に

対応していくことが求められます。 

地域活動を支える施設として、多機能化による利便性向上や誰もが利用できるバリアフリー対応

を進めるなど、良好な生涯学習環境の維持・向上を図りながら、学習や運動など多様な市民活動の

ニーズに対応し、多くの市民に利活用され、集まることにより交流が生まれる地域のコミュニティ

拠点としての施設を目指します。 

 

（３）持続可能な施設 

持続可能な開発目標（SDGs）による持続可能な社会の実現に向け、公民館においても、施設整

備や光熱水利用等における省エネルギー化について、今後より一層の取組みが求められます。 

このため、施設の更新、改修時においては、省エネルギー性能の優れた設備導入などにより、環

境負荷の低減に配慮した、持続可能な施設を目指します。 

 

（４）環境変化に対応した施設 

人口減少等による利用需要の変化に対応した効率的・効果的な施設環境の整備や施設整備、光熱

水利用等における省エネルギー化について、今後、より一層の取組みが求められます。 

このため、施設の更新、改修時においては、省エネルギー性能の優れた設備導入や環境負荷の低

減に配慮した持続可能な施設を目指します。 
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３ 個別施設計画の基本的な方針 

本市の公民館の目指すべき姿の実現に向け、公民館整備に関する基本方針を以下に定めます。 

 

（１）老朽化の進む施設の安全確保と機能向上 

  地域拠点として、施設の安全確保を図りながら、老朽化した設備の更新等を行い、機能向上

を図ります。 

 

（２）ライフサイクルコスト（※1）を考慮した計画的な施設整備 

 今後の公民館施設のあり方の検討を踏まえるとともに、人口減少等による利用需要の変化に

対応し、ライフサイクルコストを考慮した計画的な改修を進め、改修に係る経費の縮減と平準

化を図ります。 

 

（３）中央公民館のさらなる拠点化とサービス向上 

中央公民館は、社会教育・生涯学習の拠点施設として、機能強化を図るとともに、市民サー

ビスの向上を図るため、必要な修繕、長寿命化改修を計画的に進めます。 

 

 

（４）地区公民館の多機能化・学校との複合化 

公民館施設を効果的、効率的に管理運営するため、学校との複合化や、更なる機能の集約化

が図られるよう、必要な検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊1）ライフサイクルコスト 

  建物においては、計画・設計・施工から、その建物の維持管理、最終的な解体・廃棄までに要する

費用の総額  
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４ 改修等の基本的方針 

（１）目標使用年数 

建物の望ましい目標使用年数は、構造種別や建物の品質により異なります。また、構造躯体の

物理的耐用年数は、施工時の状況やその後の使用状況及び立地環境により異なります。 

そこで本計画では下表により、鉄筋コンクリート造の建築物における普通品質の場合の上限値

である８０年を採用し、８０年を目標使用年数の上限とします。 

 

 

【図表 建築物の望ましい目標使用年数】 

 

 

 

 

 

 

（２）施設更新の基本的考え方 

建物は躯体が健全であれば、躯体以外の部分を改修することで長寿命化を図り、長く使用する

ことが可能です。 

その一方で、本市の公民館施設は全面的な改修を実施していないものが多く、内外装の劣化が

進んでいること、また、変化する社会的ニーズへの対応が必要であることから、長寿命化を図る

ためには、内外装や設備機器など、躯体以外の部分についても全面的な改修が必要となり、長寿

命化改修にあたっては改修後の使用期間や改修にかかる経費等、経済性を考慮した検討が必要で

す。 

また、公民館施設は、７館中 5 館が昭和 50 年代に建設されたため、今後、施設の更新を行う

上で、財政負担が集中することが懸念されます。 

これらのことから、各公民館施設について今後の施設のあり方も踏まえたうえで、長く使用す

る施設は早期の長寿命化により多機能化等の機能向上を図り、将来的に学校との複合化を検討す

る施設は機能回復のみを実施するなど、効率的な施設整備を実施します。 

 

（３）保全優先順位の考え方 

屋上や外壁等の劣化はコンクリートの品質に関わるだけでなく、落下等の危険性が生じるため、

構造躯体への影響や安全性に関わる部位（屋根・屋上、外壁、外部開口部、内部仕上げの一部等）

のうち、劣化が進んでいる箇所の改修を優先して実施し、その後、建替えや長寿命化改修を実施

します。 

また、財政負担の平準化の為、各施設の工事の実施年をずらし、単年度にコストが集中しな

いように配慮します。 

  

高品質

の場合

普通の品質の

場合

高品質

の場合

普通の品質の

場合

軽量鉄骨

ブロック造

れんが造
木造

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋 コンクリート造

鉄骨造

重量鉄骨

80～120年 50～80年 80～120年 50～80年 30～50年 50～80年 50～80年
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（４）施設整備方針 

公民館施設について、次のとおり施設整備方針を定めます。 

 

① 中央公民館 

ア 中央公民館は、築 40 年で長寿命化改修を実施し、目標使用年数を 80 年までとしま 

す。社会教育・生涯学習の拠点施設として必要な機能の追加などの機能向上を図ります。 

 また、地域のコミュニティなどの拠点としての今後の公民館施設のあり方の検討を進め 

ます。 

 

イ 既に更新時期を迎えている設備については、必要に応じて早急に改修を実施し、老朽化 

した箇所の機能回復を図ります。 

 

ウ 長寿命化から建替えまでの中間年には、建物の外壁や設備に関しての劣化対応等の中規 

模改修を実施し、施設の機能を維持します。 

 

エ 日常的な不具合や劣化箇所への修繕対応については、適宜、必要な修繕や部分的な更新 

を行い、利用者の安全性の確保及び施設機能の維持を行います。 

 

② 地区公民館 

ア 地区公民館は、地域のコミュニティなどの拠点としての今後のあり方の検討や、近隣の 

学校施設の将来的な建替えにあわせ、複合化や更なる機能の集約化の検討を進めます。 

 

イ これまでに未改修で安全性に関わる部位（屋根・屋上、外壁、外部開口部、内部仕上げ 

の一部等）で劣化が広範囲に進んでいる箇所や、既に更新時期を迎えている設備の改修に 

ついては、直近の 10 年間で優先的に実施します。 

 

ウ 日常的な不具合や劣化箇所への修繕対応については、適宜、必要な修繕や部分的な更新 

を行い、利用者の安全性の確保及び施設機能の維持を行います。 
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第５章 施設整備の実施計画 

１ 整備水準の設定 

施設整備方針を踏まえ、安全性や快適性、環境性能などの向上等を図るため、整備水準の考え方

を設定します。 

 

（１）整備水準の考え方 

【図表：整備水準】 

区分 内容 建替え 
長寿命化改修 

（中央公民館） 

中規模改修 劣化部位

改修 

躯体 躯体補修 － ○    ○ 

屋上 外断熱露出防水 ○ ○  ○ 

シート防水   ○ ○ 

外壁 

開口部 

防水型複層塗材 ○ ○ ○  

複層ガラス ○ ○   

シーリング補修   ○  

内部 全面改修 ○ ○   

部分補修   ○ ○ 

電気 受変電設備更新 ○ ○   

受変電設備部分改修   ○ ○ 

弱電設備更新 ○ ○   

弱電設備部分改修   ○ ○ 

給排水 貯水槽更新 ○ ○   

給排水管更新 ○ ○   

給排水設備部分改修   ○ ○ 

その他 空調換気設備更新 ○ ○ ○ ○ 

トイレ改修 ○ ○  ○ 

エレベーター改修 ○ ○  ○ 

大型移動壁 ○ ○   
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建替え 築80年目で現在と同規模に建替え 400,000円/㎡
総務省「公共施設等更新費用試算ソフト」を

参照

長寿命化改修 築40年目 260,000円/㎡ 建替えの65%

中規模改修
（機能回復）

築60年目 100,000円/㎡ 建替えの25％

劣化部位改修
直近10年間に改修の無い施設の劣化部位（現

地調査でのＣ評価部位等）、交換が必要な設備

などへ、早期に対応する
部位・設備ごとに設定

施設特別整備（特別修繕）単価（国土交通省大

臣官房官庁営繕部）等を参照。設計金額など具

体化できる数字があれば使用。

経常修繕費 過去の機能回復経費に基づき設定
800万円/年

(年あたり約1100円/㎡）
-

項目 設定時期 試算単価 備考

【従来型】

総額：約３６億８，６００万円
年平均：約９，２００万円

【整備計画（案）】

総額：約３０億３，６００万円
年平均：約７，６００万円

【効果】

総額：約６億５，０００万円減（-１７．６％）
年平均：約１，６００万円減
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（年度）劣化部位改修 中規模改修
（中央公民館）

長寿命化改修
（中央公民館）

経常修繕費

現在

コスト18％減

従来型から

複合化時に
共用化を検討する

直近10年間
総額約8億4,100万円
年あたり約8,400万円

20年間
総額約18億1,100万円
年あたり約9,100万円

30年間
総額約26億8,600万円
年あたり約9,000万円

40年間
総額約30億3,600万円
年あたり約7,600万円

（万円）

２ 今後の施設更新・保全にかかる経費 

今後の公民館の改修等の内容や時期、費用等を整理します。 

中央公民館は、更新時期を迎えている空調熱源や昇降機等の設備を優先して先行的に改修し、そ

の後、築４０年で長寿命化改修を実施し築 80 年まで使用します。 

地区公民館については、早急に対応が必要な比々多公民館の屋上・外壁を含め、直近の 10年内

に適宜劣化部位を改修し、施設の安全性や機能を確保しながら、その後、近隣の学校の建替えのタ

イミングにあわせて複合化を検討します。 

 

【図表 整備計画（案）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈試算条件〉 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

※試算単価には設計費を含む 
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この場合の今後の維持更新・保全に係る経費の見込みは、40 年間で約３０億円、年あたり約

7,600 万円になります。全ての建物を維持し、さらに建替える場合に比べ、40 年間で約 6.5 億

円、年あたりでは約 1,600 万円のコストが削減されます。また、学校との複合化時に一部機能の

共有化によって、保有面積の減少を検討しています。 

ただし、これまで未改修である老朽化した部位への対応や中央公民館の長寿命化改修などが必要

となるため、やはり、これまでの予算規模からはかい離する状況にあります。このため、今後はさ

らに施設の運用面などについても見直し、市民サービスのレベルを落とすことなく、さらなるコス

トの縮減を図り、持続可能な施設運営を検討していきます。 

また、地域コミュニティ施設との集約化や、公民館の多機能化により、市民の利便性を高め、諸

室の利用率を向上させながら、市全体での保有面積縮減や管理運営コスト縮減を図るなど、部局横

断的な改善をあわせて実行していきます。 

 

３ 今後の取組の方向 

施設の統廃合や機能の集約化を進めることにより、維持更新・保全のコストの縮減が見込まれま

すが、今後、計画の実効性を確保する上からも、施設整備にあたり次の点を踏まえた取組を進めま

す。 

 

（１） 躯体の調査の実施 

 経費の平準化を図るため、各施設の劣化状況調査を実施し、経済性も踏まえ、それぞれの更新方

法、実施時期等について必要な見直しを行います。 

 

（２） 機能の集約化 

 地域コミュニティなどの拠点としての公民館施設の役割等に留意しながら、施設利用者の利便性

の向上を図るため、公共施設等総合管理計画に基づき、施設の更新時期における機能集約化の検討

を進めます。 

 

（３） 民間活力の導入 

 機能の集約化を検討する際には、より効率的・効果的な施設整備を進めるため、PPP や PFI 等

の民間の専門的なノウハウ技術を活用した施設整備の手法について研究を進めます。 
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４ 今後５年間の改修内容 

令和 4（2022）年度から令和８（2026）年度までの５年間の取組を示します。向こう 5 年間

は、構造躯体への影響や安全性に関わる部位で、劣化が進んでいる箇所と、更新や修繕が必要とな

っている設備の改修に優先的に取り組み、利用者の安全性の確保及び施設機能の維持を行います。 

改修の実施にあたっては、緊急度の高いものから各施設の工事の実施年をずらし、コストを平準

化します。 

      

 

 

【図表 今後 5 年間の改修内容】                            

 単位：千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修内容 建物 

空調熱源更新 

中央公民館 
弱電（音響）設備改修 

昇降機更新 

展示ホール移動壁改修 

屋上屋根・外壁改修 

比々多公民館 

成瀬公民館 

伊勢原南公民館 

 

給排水設備改修 

 

大山公民館 

比々多公民館 

成瀬公民館 

伊勢原南公民館 

冷暖房換気設備改修 

比々多公民館 

成瀬公民館 

伊勢原南公民館 

経常修繕 各公民館 

総  計                336,147 千円 
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第６章 継続的運用方針 

１ 計画の見直し 

本計画は、経年による施設や設備の劣化状況や、公民館施設を取り巻く状況の変化に適切に対応

するため、５年から１０年で見直しを行います。 

ただし、公共施設等総合管理計画等の上位計画の見直しや社会情勢の変化等により、適宜見直し

を行うこととします。 

 

２ 情報基盤の整備と活用 

（１）建物情報一覧による一元管理 

 本計画に基づく公民館の計画的な整備を進めるためには、継続的に施設の実態把握を行い、情

報の整理、活用を図り、計画的な施設整備の実施及び計画の見直しを行う必要があります。 

そのため、公民館の基本情報、工事改修履歴、劣化状況等について「データベース（建物情報一

覧）」により一元管理を行います。 

 

  

【図表 情報の一元管理とデータ更新】 
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施設名称
構
造

躯体の健全性 躯体以外の劣化状況 現状の整備水準
現在

ト

大

工事履歴

：大規模改修 耐 ：耐震改修

外

設

内：外部改修 ：内部改修

：トイレ改修：設備改修

構造
RC ： 鉄筋コンクリート造
SRC ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

S ： 鉄骨造
W ： 木造

他 ： その他（不明含む）

：1972年～1981年築の棟

：1971年以前築の棟

築年数 耐震

旧 ： 旧耐震基準

新 ： 新耐震基準

済 ： 実施済み

- ： 不要

LS ： 軽量鉄骨造
コンクリートブロック造CB ：

未 ： 未実施

劣化状況

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

圧縮強度

：13.5N/㎟以下

- ：評価対象外（該当部位無し）

棟用途区分
校舎
体育館
給食室
プール付属室

用途区分

小学校
中学校
公民館
図書館

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築

：コア抜き作業が必要な施設

Ａ  ： 概ね良好 -

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 ： 部分的に劣化

評価

構造

ＲＣ

Ｓ

ＳＲＣ

ＣＢ

Ｗ

 ： 鉄筋コンクリート造

 ： 補強コンクリートブロック造  ： 広範囲に劣化

 ： 評価対象外（対象部位無し　等）

 ： 早急に対応が必要

 ： 鉄骨造

 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

 ： 木造

【躯体以外の劣化状況】

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】
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ト

大

工事履歴
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外
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内：外部改修 ：内部改修

：トイレ改修：設備改修

構造
RC ： 鉄筋コンクリート造
SRC ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

S ： 鉄骨造
W ： 木造

他 ： その他（不明含む）

：1972年～1981年築の棟

：1971年以前築の棟

築年数 耐震

旧 ： 旧耐震基準

新 ： 新耐震基準

済 ： 実施済み

- ： 不要

LS ： 軽量鉄骨造
コンクリートブロック造CB ：

未 ： 未実施

劣化状況

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

圧縮強度

：13.5N/㎟以下

- ：評価対象外（該当部位無し）

棟用途区分
校舎
体育館
給食室
プール付属室

用途区分

小学校
中学校
公民館
図書館

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築

：コア抜き作業が必要な施設

Ａ  ： 概ね良好 -

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 ： 部分的に劣化

評価

構造

ＲＣ

Ｓ

ＳＲＣ

ＣＢ

Ｗ

 ： 鉄筋コンクリート造

 ： 補強コンクリートブロック造  ： 広範囲に劣化

 ： 評価対象外（対象部位無し　等）

 ： 早急に対応が必要

 ： 鉄骨造

 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

 ： 木造

【躯体以外の劣化状況】

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】

経年

1 屋根屋上 □ アスファルト保護防水 ■

□ アスファルト露出防水 ■

■ シート防水 41 C □

□ 塗膜防水 ■

□ 勾配屋根（長尺、折板） □

□ 屋根（ｱ ﾌｧﾙﾄ   ﾞﾙ、   ﾄ、瓦類） □

□ その他屋根 （ ）

2 外壁 ■ 複層塗り □ モルタル下地 41 C ■

□ 薄塗り（リシン等） □ モルタル下地 ■

□ 打放し ■

□ タイル、石張り □

□ 金属系パネル ■

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） ■

□ その他外壁 （ ） ■

□ （ ） ■バルコニー等 既存点検等で指摘がある

手すり等に錆、変形、浮き、亀裂等がある 広範囲

ひび割れ、錆汁がある 広範囲

塗装の退色、膨れ、剥がれがある 広範囲

タイルや石に剥がれ、浮き、亀裂がある

目地、建具周りのシーリングが劣化している 広範囲

未改修 剥落、浮き、爆裂、大きな亀裂がある 広範囲 複層塗材の退色が
進み、コンクリートの
ひび割れ、錆汁が
広範囲に確認でき、
爆裂も一部みられ
る。
建具周囲のシーリン
グが硬化し漏水の
原因になっている。

C
内部に外壁からの漏水がある 広範囲

既存点検等で指摘がある

笠木 手すり等に錆、変形、浮き、亀裂等がある

屋根葺材に錆・腐朽・欠損がある

天井等に雨漏り痕がある 広範囲

降雨時に雨漏りがある 数か所 シート防水が経年に
よる劣化が進み、階
下に複数の雨漏り
がみられる。

C防水層に膨れ・破れ等がある 広範囲

未改修 保護層のひび割れ、目地の暴れ・欠損がある

年度 範囲

総合
評価

部位
仕様

（該当する項目を「□」とする。複数選択可。

（　）内及び空欄行には具体的な仕様名を記入）

改修履歴 経年
評価

劣化状況
（複数回答可）

特記事項

 改修内容 建物 

空調熱源更新 

中央公民館 
弱電（音響）設備改修 

昇降機更新 

展示ホール移動壁改修 

屋上屋根・外壁改修 

比々多公民館 

成瀬公民館 

伊勢原南公民館 

 

給排水設備改修 

 

大山公民館 

比々多公民館 

成瀬公民館 

伊勢原南公民館 

冷暖房換気設備改修 

比々多公民館 

成瀬公民館 

伊勢原南公民館 

経常修繕 各公民館 

総  計                

336,147 千円 

データベース（建物情報一覧）

概
要
情
報

現状 ←

点検結果表 （施設カルテ）

劣化状況写真

部位別の
仕様・履歴・劣化状況

屋根・
屋上

外壁

仕様
改修
履歴 劣化状況・箇所部位

特記事項・
評価

詳
細
情
報

既存情報

公民館台帳
等

工事履歴
耐震診断

報告書
各種点検

報告書

Ｃ

現在 → 改修内容・時期

直近の整備計画

実施年

改修内容

対象施設

金額

複合化を検討

長寿命化改修 中規模改修

躯体健全性 整備レベル 履歴建物基本情報 劣化状況

Ｃ

写真No. 1

棟名 成瀬公民館

部位 屋根・屋上

場所 屋上階

評価 C

余白

＜屋上：シート防水＞
表層の広範囲に劣化が進んで
いる。階下に雨漏りがある。

写真No. 14

棟名 成瀬公民館

部位 外壁

場所 東側

評価 C

＜外壁：複層塗り＞
広範囲にひび割れ、錆汁がみ
られる。

余白

今後の計画

部位改修

地区公民館はイメージ

今後の維持・更新コスト
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（２）各施設の劣化状況の把握 

継続的に施設の状況を把握し、適切な維持管理及び計画の見直しに活用するため、施設情報の更

新を行います。施設の劣化状況については、「点検結果表（施設カルテ）」を活用し、施設管理者に

よる定期点検を実施します。また、修繕、改修履歴及び専門事業者による設備等点検結果について

は、１年に１度、情報の更新を行います。 

 

３ 推進体制等の整備 

公民館の利用状況をより改善するために、公民館の多機能化を検討し、サービスの向上や利便性

の向上を行います。 

 また、公共施設の総括管理部署である公共施設マネジメント課や関係課等と連携を図りながら、

地域コミュニティ施設との連携など、さらなる改善について検討を進めます。 
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従来型から

直近10年間
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公民館
図書館

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築

：コア抜き作業が必要な施設

Ａ  ： 概ね良好 -

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 ： 部分的に劣化

評価

構造

ＲＣ

Ｓ

ＳＲＣ

ＣＢ

Ｗ

 ： 鉄筋コンクリート造

 ： 補強コンクリートブロック造  ： 広範囲に劣化

 ： 評価対象外（対象部位無し　等）

 ： 早急に対応が必要

 ： 鉄骨造

 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

 ： 木造

【躯体以外の劣化状況】

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】

経年

1 屋根屋上 □ アスファルト保護防水 ■

□ アスファルト露出防水 ■

■ シート防水 41 C □

□ 塗膜防水 ■

□ 勾配屋根（長尺、折板） □

□ 屋根（ｱ ﾌｧﾙﾄ   ﾞﾙ、   ﾄ、瓦類） □

□ その他屋根 （ ）

2 外壁 ■ 複層塗り □ モルタル下地 41 C ■

□ 薄塗り（リシン等） □ モルタル下地 ■

□ 打放し ■

□ タイル、石張り □

□ 金属系パネル ■

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） ■

□ その他外壁 （ ） ■

□ （ ） ■バルコニー等 既存点検等で指摘がある

手すり等に錆、変形、浮き、亀裂等がある 広範囲

ひび割れ、錆汁がある 広範囲

塗装の退色、膨れ、剥がれがある 広範囲

タイルや石に剥がれ、浮き、亀裂がある

目地、建具周りのシーリングが劣化している 広範囲

未改修 剥落、浮き、爆裂、大きな亀裂がある 広範囲 複層塗材の退色が
進み、コンクリートの
ひび割れ、錆汁が
広範囲に確認でき、
爆裂も一部みられ
る。
建具周囲のシーリン
グが硬化し漏水の
原因になっている。

C
内部に外壁からの漏水がある 広範囲

既存点検等で指摘がある

笠木 手すり等に錆、変形、浮き、亀裂等がある

屋根葺材に錆・腐朽・欠損がある

天井等に雨漏り痕がある 広範囲

降雨時に雨漏りがある 数か所 シート防水が経年に
よる劣化が進み、階
下に複数の雨漏り
がみられる。

C防水層に膨れ・破れ等がある 広範囲

未改修 保護層のひび割れ、目地の暴れ・欠損がある

年度 範囲

総合
評価

部位
仕様

（該当する項目を「□」とする。複数選択可。

（　）内及び空欄行には具体的な仕様名を記入）

改修履歴 経年
評価

劣化状況
（複数回答可）

特記事項

 改修内容 建物 

空調熱源更新 

中央公民館 
弱電（音響）設備改修 

昇降機更新 

展示ホール移動壁改修 

屋上屋根・外壁改修 

比々多公民館 

成瀬公民館 

伊勢原南公民館 

 

給排水設備改修 

 

大山公民館 

比々多公民館 

成瀬公民館 

伊勢原南公民館 

冷暖房換気設備改修 

比々多公民館 

成瀬公民館 

伊勢原南公民館 

経常修繕 各公民館 

総  計                

336,147 千円 

データベース（建物情報一覧）

概
要
情
報

現状 ←

点検結果表 （施設カルテ）

劣化状況写真

部位別の
仕様・履歴・劣化状況

屋根・
屋上

外壁

仕様
改修
履歴 劣化状況・箇所部位

特記事項・
評価

詳
細
情
報

既存情報

公民館台帳
等

工事履歴
耐震診断

報告書
各種点検

報告書

Ｃ

現在 → 改修内容・時期

直近の整備計画

実施年

改修内容

対象施設

金額

複合化を検討

長寿命化改修 中規模改修

躯体健全性 整備レベル 履歴建物基本情報 劣化状況

Ｃ

写真No. 1

棟名 成瀬公民館

部位 屋根・屋上

場所 屋上階

評価 C

余白

＜屋上：シート防水＞
表層の広範囲に劣化が進んで
いる。階下に雨漏りがある。

写真No. 14

棟名 成瀬公民館

部位 外壁

場所 東側

評価 C

＜外壁：複層塗り＞
広範囲にひび割れ、錆汁がみ
られる。

余白

今後の計画

部位改修

地区公民館はイメージ

今後の維持・更新コスト



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢原市公民館施設個別施設計画 

令和４（２０２２）年３月 

伊勢原市教育委員会 社会教育課 

〒259-1133 伊勢原市東大竹１丁目２１番１号 

電話 0463-93-7500  

メール syakai-k@isehara-city.jp 


